
２ 沿 革
平成３年 4. 1 柏崎市立南中学校発足

星野釜生初代校長発令、辞令交付職員28名 校旗、校歌、校章制定
4 始業式、スクールバス運行開始
5 南中学校開校式
6 第１回入学式
10 全校給食開始
30 綾子舞伝承活動開始

6. 2 校舎竣工式
平成４年 2.29 綾子舞第１回公開

3.31 テニスコート完成、高田公民館生け垣フェンス作成
4. 1 県研究指定「心の教育フオーラム」研究指定校

市研究指定「豊かな心を育てる教育活動」推進事業指定校
9.27 全国民族舞踊発表会 綾子舞参加（沖縄県）
11. 6 高田地区交通安全推進大会
21 南中学校区「心の教育フオーラム」発表会

平成５年 4. 1 伊東 勉 ２代校長着任
情緒学級設置(ふれ合い学級)
市学力向上対策校

11.25 都市指定 数学科学習指導研究発表会
平成６年 4. 1 いきいきスクール・プロジェクト推進校(平成6.7.8年)

勤労生産体験学習推進校(文部省指定 平成6.7年)
市社会福祉協力校(平成6．7．8年)

平成７年 プール脇荒地開墾 畑作り 中庭花壇つくり 芝生張り
グラウンドフェンス壁画製作 学区内に畑地を借用(勤労生産学習)
夏休みに職場体験学習を実施(勤労体験学習)
教務室クーラー、FAX設置

平成８年 3.29 プール改築、竣工
4. 1 川又昌弘 ３代校長着任

グラウンド改修工事(夏休み)
平成９年 4. 1 文部省研究指定「進路指導」指定校

いきいきスクールステップアップ推進校(平成9.10.11年)
綾子舞 ４校連絡協議会発足

12. 5 文部省指定「進路指導」中間発表会(産文)
平成10年 8. オアシス庭園造成開始

「心の教室」設置
10.29 文部省指定「進路指導」第２年次中間発表会(産文)

平成11年 4. 1 茂田井信彦 ４代校長着任
11.12 文部省指定「進路指導総合改善事業」研究発表会(市民会館)

平成12年 4. チャレンジ21教育推進校(平成12.13.14年)
創立10周年記念事業(中庭整備・統合資料室整備)

6. 3 創立10周年記念式典
平成13年 7. 7 サクランボ植樹（緑の百年物語）

10 市原市小中学校教頭会学校訪問
11.29 東京都北多摩北地区校長会学校訪問

平成14年 2.16 ＰＴＡ団体表彰（市Ｐ連）
4. 1 田邉哲郎 ５代校長着任
11.16 総合学習発表会(2,3年) PTA日本海太鼓公演

平成15年 4. 1 市指定「基礎・基本の定着を図る教育活動推進事業」指定校（１年次）
6.13 天皇皇后両陛下来校（綾子舞をご高覧） 記念植樹（ﾒﾀｾｺｲｱ 9/28）
6.27 フルブライト米国教育者来校

平成16年 4．1 市指定「基礎・基本の定着を図る教育活動推進事業」指定校（２年次）
10.31 オアシスコンサート（アツキヨ来校）

平成17年 4. 1 陸川 晃 ６代校長着任
10.29 オアシス講演会（ｱﾃﾈﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ水泳金ﾒﾀﾞﾘｽﾄ 成田真由美さん来校）

平成18年 2.25 ＰＴＡ団体表彰（市Ｐ連）
5.20 第１回チャレンジウォーク
10.20 オアシス講演会（アルピニスト野口健さん来校）
11.17 ＰＴＡ団体表彰（日Ｐ会長賞受賞）

平成19年 4. 1 佐藤正人 ７代校長着任
7.16 中越沖地震発生
10.20 オアシス講演会（加藤浩美さん来校「たったひとつのたからもの」）



平成20年 10.25 オアシス講演会（山本敏晴さん来校「世界のため、あなたにできるこ

と、たくさんの国と、日本のつながり」）

平成21年 10.17 オアシス講演会（水谷 修さん来校「さらば哀しみの青春・・・夜回り先

生からのメッセ－ジ）

平成22年 4. 1 鈴木恒夫 ８代校長着任

創立２０周年記念事業（ステ－ジ奥幕取替、テント２張購入等）

11. 6 創立２０周年記念式典・音楽祭

11.26 ＰＴＡ団体表彰（文部科学大臣表彰）

平成23年 10. 4 オアシス講演会（大野靖之さん来校「いのちかがやく！オアシスライブ２

０１１～夢・希望・未来へ たったひとつの命だから～」）

平成24年 2.18 ＰＴＡ団体表彰（市Ｐ連）

平成25年 4. 1 井上修造 ９代校長着任

1.10 オアシス講演会（鈴木ひとみさん来校「車椅子からの出発」）

平成27年 10.17 オアシス講演会（崎原真弓さん来校「命の尊さとおもてなしの心」）

平成28年 2.16 ＰＴＡ団体表彰（市Ｐ連）

平成28年 4. 1 山田 智 10代校長着任

平成29年 2.17 綾子舞伝承学習部 教育委員会表彰

平成29年 4. 1 佐藤秀樹 11代校長着任

2.11 オアシス講演会（志水祐介さん来校「夢を実現するために」）

３ 学校・地域・生徒の状況
(1) 平成３年４月１日、第四中、城北中、鵜川中を統合して、柏崎市立南中学校として発足した。

校地約42,000㎡、校舎３階建て、２階建て２棟及び体育館、大食堂、南部共同調理場からなる。

(2) 学校は柏崎駅より南へ約４㎞、校区は鵜川地域、国道353号に沿う地域であり、39の集落で、

世帯数約2,000、新道小、別俣小(平成16年度で閉校)、野田小（平成23年度で閉校）学区を合わ

せる柏崎市で最も広い地域である。そのため、旧別俣小・野田小学校区の地域の

生徒はスクールバスを利用し、

他は自転車と徒歩通学となる。

また、地域は、過疎化の進む農

山村地域と宅地開発により世帯

数の増加している近郊農村地 南中

域からなる。農家は大部分が兼業

農家であり、共働の家庭が多く、

経済的に恵まれている。学区には、 新道小

５つのコミュニティセンターが

あり、地域と共に歩む学校づくり

を推進している。

(3) 生徒は、明るく素直である。

人間関係も和やかで、互いに協

力して活動する。

全教育活動を通じて、互いに

磨き合う集団を育て、目標達成 野田小

に向かって粘り強く一人一人が

努力する強い意志を培うことが

必要である。

(4)保護者の学校に対する関心と

期待の高さをエネルギーにして、

連携を深める方途を模索している。

平成２２年度からは、小中一

貫教育を推進し、学校・家庭・

地域が連携し、南中学校区の教

育の活性化を図っている。
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